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旅の 話 は、 きまって ゐる。 それから それと 問 ひ 答へ、 

つ ひに 才之助 は、 こんどの 旅行の 目的 全部 を 語って 聞 

かせた。 少年 は 急に 目 を 輝かせて、 

「さう です か。 菊が お好きと は、 たのもしい 事です。 

菊に 就いては、 私に も、 いささか 心得が あります。 菊 

は 苗の 良し 悪しよりも、 手当の 仕方です よご と 言って、 

自分の 栽培の 仕方 を 少し 語った。 菊 気 違 ひ の 才之助 は、 

たちまち 熱中して、 

「さう です かね。 私 は、 やっぱり 苗が 良くな くち やい 

けない と 思って ゐ るんで すが。 たと へば、 です ね、 I 

I」 と、 かねて 抱懐して ゐる 該博なる 菊の 知識 を 披露 



ゆうべた しかに 菊 畑の 隅に、 つないで 置いた 害な のに、 

けさ、 才之 助が 起きて、 まづ 菊の 様子 を 見に 畑へ 出た 

ら、 馬はゐ ない。 しかも、 畑 を 大いに 走り 廻ったら し 

く、 菊 は 食 ひ 荒され、 痛めつ けられ、 さんざんで ある。 

才之助 は 仰天して、 納屋の 戸 を 叩いた。 弟が、 すぐに 

出て 来た。 

「どうなさい ました。 何 か 御用です かご 

「見て 下さい。 あなたた ちの 痩 馬が、 私の 畑 を 滅茶滅 

茶に してし まひました。 私 は、 死にたい くら ゐで すご 

「なるほど ご 少年 は、 落ちついて ゐた。 「それで？ 

馬 は、 どうしました。 - 



「馬なん か、 どう だってい い。 逃げち やつたん でせ 

うご 

「それ は、 惜しい ご 

「何 を、 おっしゃる。 あんな 痩 馬。」 

「痩 馬と は、 ひどい。 あれ は、 利 巧な 馬です。 すぐ 様 

さがしに 行って 来 ませう。 こんな 菊 畑なん か、 どうで 
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も レレ」 

「なんです つて？」 才之助 は、 蒼くな つて 叫んだ。 「君 

は、 私の 菊 畑 を 侮蔑す るので すか？」 

姉が、 納屋から、 幽かに 笑 ひながら 出て 来た。 

「三郎 や、 あやまりなさい。 あんな 痩 馬 は、 しく あ 



が 起る。 

「君の 菊の花の 作り方に は、 なんだか 秘密が ある やう 

だ ご 

「そんな 事 は、 ありません。 私 は、 これまで 全部 あな 

たにお 伝へ した 害です。 あと は、 指先の 神秘です。 そ 

れは、 私に とっても 無意識な もので、 なんと 言って お 

伝へ したら いいの か、 私に も わかりません。 つまり、 

才能と いふ ものな のか も 知れません ご 

「それ ぢゃ、 君 は 天才で、 私 は 鈍才 だとい ふわけ だね _ 

いくら 教 へても、 だめ だとい ふわけ だね ご 

「そんな 事 を、 おっしゃって は 困ります。 或いは、 私 



「いや、 そんな 事 は、 どうで もい い。 私に は 私の 家が 

あります。 入り婿 は、 まっぴらです。 私 も 正直に 言 ひ 

ますが、 君の 姉さん を 嫌 ひではありません。 はは は 

は、」 と 豪傑ら しく 笑って 見せて、 「けれども、 んり婿 

は、 男子と して 最も 恥づ べき 事です。 お断り 致します _ 

帰って 姉さんに、 さう 言 ひなさい。 清貧が、 いやで な 

かったら、 いらっしゃい、 と ご 

暄曄 わかれに なって しまった。 けれども その 夜、 才 

之 助の 汚い 寝所に、 ひらりと 風に 乗って 白い 柔ぃ 蝶が 

忍び入った。 

「清貧 は、 いや ぢ やない わご と 言って、 くつくつ 笑つ 
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